
CFOの岡﨑です。
私から、2015年８月期第３四半期の業績、および
通期の業績見通しについてご説明いたします。





2015年８月期第３四半期９ヶ月累計の連結業績ですが、
売上収益は1兆3,481億円、前年同期比23.9％増、
営業利益は1,892億円、同35.5％増、
税引前四半期利益は2,102億円、同47.1％増、
親会社の所有者に帰属する四半期利益は1,323億円、同51.5％増と
なりました。

第３四半期３ヶ月間では４月に発表した会社計画を上回る業績を達成する
ことが出来ました。



まず、売上収益ですが、1兆3,481億円と前年同期比23.9％増、2,600億円の
増収となりました。その内訳としては、海外ユニクロ事業が1,541億円の
増収、国内ユニクロ事業が686億円の増収、グローバルブランド事業が
370億円の増収となっております。

この結果、海外ユニクロ事業の売上構成比は35.7％と、前年同期比で
5.6ポイント拡大いたしました。



売上総利益は6,864億円と前年同期比25.1％増の増益となりました。
なお、売上総利益率は50.9％と、前年同期比0.5ポイント改善いたしました。
これは主に、国内ユニクロ事業の売上総利益率が同1.0ポイント改善した
ためです。

販管費は5,028億円と同22.2％増となりました。売上販管費比率は37.3％と、
前年同期比0.5ポイント低下しております。これは主に国内ユニクロ事業で
販管費比率が0.6ポイント低下したことによります。

売上収益から売上原価、販管費を控除した事業利益は1,836億円と
同34.0％増の増益となりました。

その他収益・費用の合計は56億円と同29億円増加いたしました。
これは主に、 為替レートが期首に比べ円安となったことにより、
海外子会社の仕入れにかかわる一時立替金などで為替差益が81億円と
前年同期比で56億円増加した一方で、英国、中国のグローバル旗艦店などの
改装に伴う固定資産除却損が20億円と同19億円増加したためです。

これらの結果、営業利益は1,892億円、同35.5％増の増益となりました。



次に、金融損益ですが、為替が円安になったことから、外貨建資産などの
換算差額が増え、金融損益はネットで210億円のプラスとなっております。

この結果、税引前四半期利益は2,102億円と同47.1％増、
親会社の所有者に帰属する四半期利益は1,323億円、同51.5％増と
なりました。



セグメント別の業績は、スライド７ページの通りです。

第３四半期９ヶ月累計では
国内ユニクロ事業の売上収益は6,381億円、営業利益は1,137億円、
海外ユニクロ事業の売上収益は4,818億円、営業利益は519億円、
グローバルブランド事業の売上収益は2,259億円、営業利益は197億円と、
全セグメントで増収増益を達成いたしました。



ここからは、各セグメントの業績を第３四半期３ヶ月間でお話しさせて
いただきます。
まず、国内ユニクロ事業ですが、第３四半期３ヶ月間の売上収益、営業利益とも
に直近予想を上回る増収増益となりました。



国内ユニクロ事業の第３四半期３ヶ月間の売上収益は1,836億円と、
前年同期比12.0％の増収となりました。これは主に、既存店売上高が9.9％増と
なったこと、Eコマースの販売が35.5％増と好調だったためです。

３月はステンカラーコート、ジャケットなどの羽織物やアンクルパンツといった
ボトムスを中心に販売が順調でしたが、土日祝日の日数が前年に比べ２日
少なかったことから、既存店売上高が前年を下回りました。
４月、５月は例年より気温が高く、天候に恵まれたことから、ドライ系ボトムスや
エアリズムインナー、エアリズム素材を使ったパーカー、Ｔシャツを中心に夏物
商品の販売が好調でした。特に、ゴールデンウィーク商戦と、５月末の感謝祭は
多くのお客様にご来店いただき、大変好調な販売となりました。

既存店売上高9.9％増の内訳は、客単価で9.8％の増加、客数で0.1％の増加と
なっております。客単価が上昇した要因は、比較的単価の高い羽織物、
ボトムスの販売が好調だったことによります。

なお、５月末の直営店舗数は814店舗と前年同期末比で27店舗の減少となりま
した。このうち、９店舗は直営店がフランチャイズ店に転換したものです。



次に、国内ユニクロ事業の第３四半期３ヶ月間の売上総利益率ですが、

49.8％と前年同期比1.1ポイント低下いたしました。これは直近予想に比べ、

ほぼ計画通りの水準となっております。

昨年に比べ粗利益率が低下した要因は、上期からの好調な販売により増産を

重ねた結果、春夏商品の一部の調達をスポット為替レートで行ったことに

より、原価が上昇したためです。



第３四半期３ヶ月間の売上販管費比率は36.7％と、前年同期比0.9ポイント
低下しております。計画に対して金額ベースでは若干上回りましたが、
売上比率では改善いたしました。

経費比率の内訳としては、賃借料で0.6ポイント、人件費で0.3ポイント、
広告宣伝費で0.3ポイント、減価償却費で0.1ポイント低下している一方で、
その他経費で0.4ポイント増加しております。

広告宣伝費比率の低下は、経費の見直しなど計画的に削減しているもので、
金額ベースでほぼ計画通りとなっております。

賃借料率の低下は、既存店売上高が好調だったことにより、効率が改善
されたためです。

人件費比率は、売上が好調だったことから、金額ベースでは若干計画を
上回りましたが、売上比率では改善しております。

その他経費比率の上昇は、物流費や委託費が上昇したことによります。



次に、海外ユニクロ事業についてご説明いたします。
第３四半期３ヶ月間での売上収益は1,363億円、前年同期比42.5％増、
営業利益は90億円、同25.2％増とほぼ計画通りの増収増益となりました。
なお、この３ヶ月間の平均為替レートは、会社予想レートと乖離がなかった
ため、現地通貨ベースでもほぼ計画通りの業績となっております。

営業利益率は前年同期比で0.9ポイント低下しておりますが、
これは、英国、中国のグローバル旗艦店などの改装に伴い、その他費用に
固定資産除却損20億円を計上したためです。

第３四半期３ヶ月間では、特にグレーターチャイナ、韓国で既存店売上高の
増収が続き、計画を上回る増収増益となりました。

欧州は旗艦店改装の影響により減益となったものの、計画に対しては若干
上回った業績となりました。

東南アジア地区、米国では計画を下回る結果となり、米国は赤字幅が拡大
いたしました。

第３四半期３ヶ月間では、中国を中心に57店舗を出店、６店舗を閉店し、
海外ユニクロ事業全体の５月末の店舗数は前年同期末比169店舗増の
767店舗まで拡大いたしました。



次に、各エリアの第３四半期３ヶ月間の業績トレンドですが、
中国、香港、台湾といったグレーターチャイナでは、春夏のコア商品の販売が
好調で既存店売上高が増収となったことから、計画を上回る大幅な増収増益と
なりました。第３四半期ではグレーターチャイナ全体で30店舗を出店、３店舗を
閉店し、５月末の店舗数は442店舗に達しております。

韓国でも、既存店売上高の増収が続き、計画を上回る増収増益を達成いたし
ました。第３四半期では16店舗を出店、1店舗を閉店し、５月末の店舗数は
154店舗に達しております。

シンガポール、マレーシア、タイ、フィリピン、インドネシアといった東南アジア
地区では、増収増益となったものの、春物販売の不調により売上、利益ともに
計画を若干下回っております。第３四半期では６店舗を出店、１店舗を閉店し、
５月末の店舗数は100店舗に達しております。

オーストラリアは、ほぼ計画通りの増収を達成し、第３四半期３ヶ月間では、
前年同期比で赤字幅が縮小しております。第３四半期では２店舗を出店し、
５月末の店舗数は６店舗に達しております。

米国は、売上、営業利益ともに計画を下回り、赤字幅は拡大いたしました。
春夏商品の立ち上がりが遅れたことにより既存店売上高は減収、新規店舗の
売上も計画未達となっております。また、値引き販売が増えたことにより赤字幅
が拡大いたしました。第３四半期では１店舗を出店し、５月末の店舗数は
40店舗となっております。

英国、フランス、ロシア、ドイツといった欧州では、 グローバル旗艦店の311
オックスフォードストリート店が３月から改装で閉店している影響により減益と
なったものの、計画に対しては若干上回った業績となりました。第３四半期では
２店舗を出店、１店舗が改装により閉店し、５月末の店舗数は25店舗と
なっております。



グローバルブランド事業の第３四半期３ヶ月間の売上収益は777億円、
前年同期比22.3％増、営業利益は80億円、同66.1％増と、計画を上回る
増収増益となりました。

ジーユー事業は、第３四半期３ヶ月間では計画を上回る大幅な増収増益を
達成しております。既存店売上高は２桁増収と好調で、営業利益率は大幅に
改善いたしました。第３四半期３ヶ月間では29店舗を出店、５店舗を閉店し、
５月末の店舗数は319店舗となりました。なお、５月には台湾へ３店舗目を
出店し、台湾での存在感も高まっております。

セオリー事業は、増収となったものの、営業利益は計画を下回り若干の減益と
なりました。日本のセオリー事業はほぼ前年並みの業績となった一方で、
米国のセオリー事業はラグジュアリー市場の不調により売上が計画を下回り、
若干の減益となりました。

コントワー・デ・コトニエ事業、プリンセス タム・タム事業は、ほぼ計画通り
前年並みの業績となっております。

J Brand事業は、増収とはなりましたが、赤字が継続しております。



今期はジーユーの業績好調が続いておりますが、その要因について簡単に
ご説明いたします。

まず、ニット、スカート、アウター、ガウチョパンツ、ゆるキレスカート＆パンツ
など、トレンドをつかんだ商品を生み出す企画力が挙げられます。
これにより、ティーンエイジャーなどの若年層に限らない幅広い年代へ
顧客層が拡大しております。

また、シーズン初めに試し売りを行い、販売状況に応じた柔軟な増産を
行っていることも販売好調の要因です。たとえば、この春、ヒット商品に
なったガウチョパンツは増産を重ねることにより、数年前にヒットした９９０円
ジーンズの年間販売枚数をすでに数カ月で超える販売枚数となって
おります。

さらに、LINEやメール配信などの効果的なデジタルマーケティングで、より
多くのお客様に最新のファッション情報をお届けすると同時に、ジーユーの
商品をご紹介し、販売につなげることが出来ています。



次に2015年５月末のバランスシートのご説明をいたします。

資産合計は1兆2,706億円と、前年同期末比2,917億円増加いたしました。
これは、流動資産が同2,705億円増加したこと、および非流動資産が
同212億円増加したためです。

詳細については、次のスライドでご説明いたします。



まず、流動資産が2,705億円増加した要因をご説明いたします。
現金及び現金同等物は4,240億円と、前年同期末比で965億円増加いたしました。
これは、ユニクロ事業をはじめとする各事業の営業キャッシュフローが
増加したことによります。

たな卸資産は2,001億円と、前年同期末比278億円増加しております。
国内ユニクロ事業の在庫は前年同期末比横ばい、
海外ユニクロ事業の在庫は、同235億円増加いたしました。
これは、５月末の店舗数が、前年同期末比で169店舗増えたことによります。
グローバルブランド事業の在庫は、同42億円増加しております。これは、
ジーユー事業、セオリー事業の事業拡大に伴って在庫が増加したことによります。

デリバティブ金融資産は、資産側で2,137億円となりました。国内ユニクロ事業など
では、長期的なヘッジ方針に従って為替予約を行っております。５月末の為替
レートが、保有する為替予約の平均レートより円安となり、その乖離が拡大した
ため、前年同期末に比べ1,161億円増加いたしました。
なお、ヘッジ会計を適用していることから、損益への影響はありません。

非流動資産は、前年同期末比で212億円増加しております。
これは、海外ユニクロ事業、グローバルブランド事業で店舗数がそれぞれ
同169店舗、92店舗増加したことにより有形固定資産が同240億円増加したことに
よります。一方で、無形資産は、2014年８月期末にJ Brandの減損損失を計上
したことにより、111億円減少いたしました。



次に、第３四半期累計のキャッシュ・フローについてご説明いたします。

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,811億円の収入となりました。
これは、ユニクロ事業をはじめとする各事業の利益貢献が2,102億円と収入が
増加したことによります。

投資活動によるキャッシュ・フローは608億円の支出となりました。
支出の主な内訳としては、定期預金で173億円、有形固定資産の取得で
324億円、システム投資などによる無形資産の取得で57億円と
なっております。一時的に３ヶ月超の定期預金が増加したため、
投資活動による支出は昨年に比べ大幅に増加いたしましたが、
この資金173億円は実質的には流動性が高い資金と言えます。

なお、第３四半期累計の設備投資額は480億円、内訳としては、
国内ユニクロ事業で78億円、海外ユニクロ事業で268億円、
グローバルブランド事業で76億円、システム投資などで57億円と
なっております。

財務活動によるキャッシュ・フローは、411億円の支出となりました。
主な内訳としては、配当金の支払額331億円の支出となっております。

以上の結果、2015年５月末における現金及び現金同等物の期末残高は
4,240億円となりました。



2015年８月期連結の通期業績予想につきましては、４月９日に発表した直近予想
より、変更はございません。
５月末の為替は、１ドル約123円と、期首に比べて円安になったことから、
金融収益で200億円の為替換算差益が発生しております。
業績予想の前提である115億円の為替差益を上回ってはおりますが、
為替市場の変動が大きいことから、今回は直近予想から変更しておりません。

この結果、通期では売上収益1兆6,500億円、営業利益2,000億円、
税引前利益2,115億円、当期利益1,300億円、親会社の所有者に帰属する
当期利益1,200億円を見込んでおります。



次に、各事業の業績トレンドを申し上げます。

通期の国内ユニクロ事業は増収増益を見込んでおります。
第３四半期では、計画を上回る業績となりましたが、６月の既存店売上高が
11.7％の減収になるなど、天候の影響で販売動向が安定しておらず、
第４四半期の業績は計画を下回る見込みです。

通期の海外ユニクロ事業は大幅な増収増益を見込んでおります。
グレーターチャイナ、韓国の業績は引き続き好調なトレンドを維持し、
大幅な増収増益を予想しておりますが、米国の赤字幅は拡大する見込みです。

通期の海外ユニクロ事業全体の出店数は200店舗を予定しておりましたが、
現時点の予想では185店舗へと下方修正させていただきます。これは、
ショッピングモールの開業が遅れたことなどにより出店時期が来期にずれ込む
店舗が増えたことによるものです。出店方針には変更はございません。

グローバルブランド事業全体では、通期で増収増益を見込んでおります。
ジーユー事業は、大幅な増収増益を見込み、営業利益率も改善する見込みです。
一方、セオリー事業、コントワー・デ・コトニエ事業、J Brand事業などその他の
ブランドの業績は計画を下回り、減益になる見込みです。

なお、配当金につきましては、既に実施した１株当り中間配当金175円と、
期末配当金175円をあわせて、年間配当金350円を予想しております。



最後に、６月15日に発表いたしました、アクセンチュア株式会社様との
協業の合意について簡単にご説明いたします。

アクセンチュア様とは、これまで約15年間に渡ってさまざまなプロジェクトで協働
してまいりました。今回の合意により、新しいお買物体験の実現、
デジタルイノベーションによる新しい産業の創出をめざしてまいります。

私どもは、実店舗とデジタル店舗の境なく、いつでもどこでも快適に
お買い物を楽しんでいただける環境の構築、お客様の趣向をすばやく商品に
反映させ、よりよいコーディネートなどを提案、サービスの向上といった
新しいお買物体験を実現させていきたいと考えています。
また、業務プロセスの完全デジタル化による商品の企画から販売までの
リードタイムの短縮などにも取り組み、新しい産業の創出をめざして
おります。

これらを実現するべく、アクセンチュア様とは、具体的には、国内外問わず
デジタルイノベーションを推進する優秀なIT人材の採用と育成、業務の
変化に合わせたシステムやインフラ構築の内製化、さらには、実店舗と
デジタル店舗の両チャネルのシームレス化、クラウド化によるあらゆる情報や
技術へのアクセスの実現に取り組んでいく予定です。
これに加え、スマートフォンやタブレット端末といったモバイル端末の普及
により、今は全世界とつながることが出来ます。我々はモバイルを活用し、
いつでもどこでも買い物が楽しめるデジタルイノベーションを実現したいと
考えています。

私からの説明は以上です。ありがとうございます。








